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販売名 ：イズムシャンプーDS 

（ISM サロンクオリティーシャンプー ディアサンセット） 

 

製品の分類：化粧品（ヘアシャンプー） 

 

成分情報 

 

化粧品表示名称 

水、ラウレス硫酸Na、コカミドDEA、塩化Na、コカミドプロピルベタイン 

（１％以下） 

香料、ココイルグリシンNa、フェノキシエタノール、EDTA-2Na、ポリクオタニウム-10、ポリクオタ

ニウム-7、ヒアルロン酸ヒドロキシプロピルトリモニウム、カラメル、クエン酸、クレアチン、シク

ロヘキサン-1,4-ジカルボン酸ビスエトキシジグリコール、加水分解ケラチン（羊毛）、セラミドEOP、

セラミドNP、セラミドAP、フィトスフィンゴシン、コレステロール、カルボマー、キサンタンガム、

ラウロイルラクチレートNa、トリイソステアリン酸PEG-20グリセリル、イソプロパノール、メチルパ

ラベン、オクチルドデカノール、水添ココグリセリル、ヒマワリ種子エキス、エタノール、キトサン

ヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ヘマチン 

 

危険・有害性の分類 

・分類の名称 ： 分類基準に該当しない 

主な危険性有害性は次の通りである。 

・危険性、有害性： 少ない 

 

応急措置 

・目に入った場合     : 直ちにきれいな水で15分以上洗眼する。 

・皮膚に付着した場合   : 通常使用では問題なし。 

但し、お肌に異常があるとき、お肌に合わないときはご使用に 



ならないでください。 

ご使用中にお肌に刺激を感じたら使用を中止し、皮膚科専門医等へ 

のご相談をお勧めいたします。そのままご使用を続けると症状が 

悪化する恐れがございます。 

・飲み込んだ場合 ： 水で口中を洗い、水又は牛乳を与え胃内で薄めてもよい。 

 

以上の措置後、刺激が続く場合、医師に連絡をとり必要に応じて医師の手当てを受ける。 

 

火災時の措置 

・消火剤        水噴霧、砂、粉末、泡末等 

・消火方法       呼吸装置、保護具着用の上、消火作業を行う。 

 

漏出時の措置 

・回収できる限り回収し、少量は多量の水で洗い流す。 

 

取り扱い及び保管上の注意 

・取り扱い         極端な加温は避ける。 

・保管           室温保管。 

・その他         品質上、極端に低温、高温及び直射日光の当たる場所での保管は避ける

事。 

乳幼児の手の届かないところに保管してください。 

 

暴露防止措置 

・保護具         通常の保護具を使用する。 

 

物理／化学的性質 

性状           粘性液体(25℃) 

色調           薄茶色透明～茶色透明 

臭気           フルーティフローラル 

ｐＨ値          6.0 - 7.0(25℃) 

比重           1.010 - 1.040(25℃) 

溶解性 （水）      溶解 

粘度［mPa・s］      1,800 - 10,000(25℃) 

引火点          － 

 

危険性情報 



安定性          通常の状態では安定 

危険な反応        発生しないと予測される。 

危険な分解        発生しないと予測される。 

危険な重合        発生しないと予測される。 

 

有害性情報 

・通常の取り扱いでは有害性は低い。 

 

環境影響情報 

・知見なし 

 

廃棄上の注意 

・特別な廃棄方法留意点等はなく、一般ごみとして国、都道府県、市町村等の基準に準じて、廃棄

する。多量の場合は免許を所持している専門業者へ処理を委託する。 

 

輸送上の注意 

国際規制 

国連番号 － 

国連分類 － 

・容器を転倒、落下等粗末に取り扱いをしない。 

 

関係法令 

・薬事法 ： 化粧品 

・消防法 ： 該当せず 

・化学物質管理促進法（PRTR法） ： 第一種指定化学物質 該当せず 

第二種指定化学物質 該当せず 

・労働安全衛生法   ： 施行令別表第９ 名称等を通知すべき物質 該当せず 

・毒物及び劇物取締法 ： 該当せず 

・船舶安全法     ： 該当せず 

・航空法       ： 該当せず 

・輸出貿易管理令   ： 該当せず 

 

記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データに基いて作成しており、上記の情報は新しい知

見により改定されることがあります。製品使用者が特殊な取り扱いをされる場合は用途、使用方法に

適した安全対策を実施の上、製品を使用して下さい。また、ＭＳＤＳ記載内容について十分注意を払

っていますが、その内容を保証するものではありません。 


